
「特別支援教育フェイスシート」の作成手順  

「特別支援教育フェイスシート」は、「個別の教育支援計画」と「個別の指導計画」で共

有して活用するもので、２つの計画を作成する際、対象となる児童生徒等の一人一人のニー

ズの内容等の情報を整理してまとめます。  

１ 家族構成等  

家族構成の他、家庭環境についてもまとめます。  

２ 本年度までの様子  

生育歴や相談歴等、現在に至るまでの様子を中心にまとめていきます。  

３ 診断等  

発達障害等の明確な診断がない場合でも専門医の受診歴や、健康面で参考になる情報を

まとめます。  

４ 検査結果等  

専門機関による諸検査（ＷＩＳＣ-Ⅲ、他）や実態調査、標準学力検査の結果等をまと

めます。  

５ 現在の児童生徒等の様子  

気になる様子だけでなく、プラス志向で児童生徒等を見つめ、まとめていきます。  

○興味・関心  

学校だけでなく家庭での様子も含めてまとめます。  

○放課後等  

下校後や休日における関係機関があれば記入します。  

○学習面、行動面・運動面、対人関係・健康面  

「できているところ」、「気になるところ」、「取り組んでいること」について、それ

ぞれ特に重要な情報をまとめます。担任だけではなく、必要に応じて同学年や専科等の

複数の教師による視点でまとめます。  

○学級等の様子  

学校・学級の在籍数、学級集団の様子をはじめ、他の気になる児童生徒等がいれば、そ

の様子もまとめます。  

○その他  

地域の情報等を必要に応じてまとめます。  

６ 将来に向けて  

児童生徒等、保護者、担任のそれぞれの思いをまとめます。  

７ 保護者の同意  

このシートを「個別の教育支援計画」と併せて作成する場合は、保護者と一緒にまとめ

ていきます。その際、支援関係者に開示することについては、承諾を得る必要があります。  

 

 

 



 



個別の教育支援計画」の作成手順  

「個別の教育支援計画」は、「特別支援教育フェイスシート」をもとに、保護者を含めたさ

まざまな支援者が連携を図って作成するもので、対象となる児童生徒等の支援チームが機能す

るためのものです。  

作成後は、「特別支援教育フェイスシート」とともに、毎年必要に応じて修正や追記をします。

したがって、毎年ファイルに加えて綴り、保存していくことになります。通常、小学校の入学

時に作成した場合、クラス換えを考慮し２年間（３年生・５年生）で更新します。ただし、小

学校２年生で新たに計画を作成した場合、最初の更新は１年後の小学校３年生で行います。  

また、中学校、高等学校では、それぞれ入学時に作成し、３年間活用します。 

１ 支援目標  

支援内容のより所になるもので、２～３年間を見通してできるだけ具体的な目標を設定しま

す。  

２ 具体的な支援  

どこで（場面）、だれが（関係機関・支援者）、どんな支援（支援内容）を行い、どんな

変容や効果等（結果）が見られたかを、次の順にまとめていきます。  

○家庭生活  

保護者は重要な支援者の一人です。家庭生活全般に関する支援内容等をまとめます。  

○余暇・地域生活  

下校後や休日における支援者や支援内容等についてまとめます。  

○学校生活  

学級担任はもちろん、その他、通級指導教室担当者をはじめ、学校で児童生徒等を直接支

援する教師や、それぞれの支援内容等についてまとめます。  

○医療・保健  

専門医等の支援者や支援内容等についてまとめます。  

○福祉・労働  

児童相談所等の支援者や支援内容等についてまとめます。  

３ 評価  

１年間の支援内容、結果を総合的に評価し、その成果と課題をまとめ、必要に応じて計画

を修正します。そのためにも、抽象的な表記ではなく、支援者からの具体的な情報等を参考

にまとめていきます。  

４ 保護者の同意  

「個別の教育支援計画」の場合は、「特別支援教育フェイスシート」と同じく、支援関係

者に開示することについて、保護者の承諾を得る必要があります。 

 

 

 



 



「個別の指導計画」の作成手順  

「個別の指導計画」は、「特別支援教育フェイスシート」や「個別の教育支援計画」を踏ま

えて、学校で児童生徒等の状態や発達段階に応じた指導が行えるよう、教職員及び保護者で共

通理解を図り、適切な支援をめざすためのものです。保護者との共通理解が十分ではなく、「個

別の教育支援計画」の作成が難しい場合は、保護者の気持ちに寄り添いながら、「個別の指導

計画」から作成を始め、活用するなどして、日々の指導の実践を地道に保護者へ伝えていく必

要があります。  

この計画は、毎学期必要に応じて修正や追記をします。したがって、学期ごとに加えてファ

イルに綴り、保存していくことになります。計画全体は１年間で更新します。  

１ 項目  

Ⅰ、Ⅱ、Ⅲとありますが、「特別支援教育フェイスシート」に合わせて、「学習面」、「行

動面・運動面」、「対人関係・健康面」に分ける必要はなく、児童生徒等の状況に応じて、す

べて「学習面」を記入したり、Ⅰ、Ⅱに「学習面」、Ⅲに「行動面・運動面」を記入したりな

ど、工夫して活用します。  

２ 指導目標  

学校での教育活動に絞って設定します。年間と学期の目標がありますが、いずれも児童生

徒等の立場で、今の状況を考え、現実的で達成可能な目標を設定します。  

○年間目標  

「特別支援教育フェイスシート」を参考に、１年間を見通し設定します。  

○学期目標  

年間目標に近づくよう、スモールステップで具体的に評価しやすく達成可能な目標を設定

します。指導内容によっては数値目標も設定します。  

３ 手立て  

学期目標の達成に向けて具体的な手立てを考えます。  

○学校  

「特別支援教育フェイスシート」を参考に、児童生徒等の興味・関心や得意な部分を生か

すような工夫を心がけます。  

○家庭  

学校での手立てに関連して、家庭で保護者に協力してほしい内容をまとめます。保護者と

の連携がこれからの場合でも、家庭で実践が可能な手立てを学校から提案することで、互い

の信頼関係を築く機会にもなります。  

＊手立ての追加等：学期目標の期間内に手立ての追加や修正が必要な場合、作成例の②の

ように追加記入します。  

４ 結果  

手立てに基づいた取組を行った結果、児童生徒等にどんな変容が見られたかをまとめます。

学期目標に対して、十分達成（◎）、おおむね達成（○）、もう尐し（△）で評価し、それ

をもとに目標や手立てを修正します。  

５ 評価  

「個別の教育支援計画」の場合と同様に、学期の結果を総合的に評価します。 



 



 


